
ＴＰＰ協定交渉開始までの過程 平成23年1１月７日
外 務 省

米国
【ブッシュ大統領在任期間】
２００８年２月４日（シュワブ通商代表の発言）
・米国は，シンガポール，ニュージーランド，ブルネイ，チリが行う投資及び金融サービスに関する交渉
（注：Ｐ４協定では引き続き交渉される分野とされている）に参加する。
・同時に，米国は，Ｐ４協定全体に参加するかどうかを決定するため詳細な予備的プロセスを開始する。

２００８年９月２２日（同日付けのシュワブ通商代表発書簡）
Ｐ４協定４カ国とのＦＴＡ交渉入りの意図について議会に通知。

【オバマ大統領在任期間】
２００９年２月（ニュージーランド外務貿易省ＨＰ）２００９年２月（ニュージーランド外務貿易省ＨＰ）
米国は，３月に予定していたＴＰＰ協定第１回交渉会合の延期を要請。

２００９年１１月１４日（オバマ大統領の演説，於東京）
ＴＰＰ諸国と，広範なメンバーシップと高いスタンダードを有する地域合意を形成する目的で話し合って
いく。

２００９年１２月１４日（カーク通商代表発書簡）
豪州，ブルネイ，チリ，ニュージーランド，ペルー，シンガポール及びベトナムとのＴＰＰ協定交渉入りの
意図について一括して議会に通知。

２０１０年３月１５日
第１回交渉会合が開始。



豪州
２００８年１１月２０日
ＡＰＥＣ首脳・閣僚会議（於ペルー）の機会に，ＴＰＰ協定交渉に参加する旨を発表。

ペルー
２００８年１１月２０日
ＡＰＥＣ首脳・閣僚会議（於ペルー）の機会に，ＴＰＰ協定交渉に参加する旨を発表。

ベトナム
２００８年１１月
ＡＰＥＣ首脳・閣僚会議（於ペルー）の機会に，ＴＰＰ協定交渉に参加する旨を表明した模様。


